
乗合自動車の停留所における旅客の運送
の用に供する自動車の停車又は駐車に関
する合意について



試験運行における停留所



道路交通法に基づく停車又は駐車の規制
●規制の概略（道路交通法第４４条第１項）

●規制の適用除外（道路交通法第４４条第２項）

●当該停車又は駐車に関係のある者（道路交通法施行規則第６条の３の３）
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•

•



参考資料 

 

道路交通法（平成 26年法律第 183 号）（抄） 

 

（停車及び駐車を禁止する場所） 

第四十四条 車両は、道路標識等により停車及び駐車が禁止されている道路の部分及び次

に掲げるその他の道路の部分においては、法令の規定若しくは警察官の命令により、又

は危険を防止するため一時停止する場合のほか、停車し、又は駐車してはならない。 

一 交差点、横断歩道、自転車横断帯、踏切、軌道敷内、坂の頂上付近、勾配の急な坂又

はトンネル 

二 交差点の側端又は道路の曲がり角から五メートル以内の部分 

三 横断歩道又は自転車横断帯の前後の側端からそれぞれ前後に五メートル以内の部分 

四 安全地帯が設けられている道路の当該安全地帯の左側の部分及び当該部分の前後の

側端からそれぞれ前後に十メートル以内の部分 

五 乗合自動車の停留所又はトロリーバス若しくは路面電車の停留場を表示する標示柱

又は標示板が設けられている位置から十メートル以内の部分（（当該停留所又は停留場に

係る運行系統に属する乗合自動車、トロリーバス又は路面電車の運行時間中に限る。） 

六 踏切の前後の側端からそれぞれ前後に十メートル以内の部分 

２ 前項の規定は、次に掲げる場合には、適用しない。 

一 乗合自動車又はトロリーバスが、その属する運行系統に係る停留所又は停留場におい

て、乗客の乗降のため停車するとき、又は運行時間を調整するため駐車するとき。 

二 旅客の運送の用に供する自動車（（乗合自動車を除く。第四十九条の三第一項において

同じ。）が、乗合自動車の停留所又はトロリーバス若しくは路面電車の停留場において、

乗客の乗降のため停車するとき、又は運行時間を調整するため駐車するとき（（当該停留

所又は停留場における停車又は駐車であつて、地域住民の生活に必要な旅客輸送を確保

するために有用であり、かつ、道路又は交通の状況により支障がないことについて、内

閣府令で定めるところにより、道路運送法第九条第一項に規定する一般乗合旅客自動車

運送事業者、公安委員会その他の当該停車又は駐車に関係のある者として内閣府令で定

める者が合意し、その旨を公安委員会が公示したものをする場合に限る。）。 

  



道路交通法施行規則（平成 26年運輸省令第 75号）（抄） 

 

（停車又は駐車に関係のある者による合意） 

第六条の三の二 法第四十四条第二項第二号の規定による合意は、旅客の運送の用に供す

る自動車（（乗合自動車を除く。以下この条において同じ。）が停車又は駐車をする一又は

二以上の乗合自動車の停留所又はトロリーバス若しくは路面電車の停留場ごとに、書面

により、停車又は駐車をする旅客の運送の用に供する自動車の範囲を明らかにしてする

ものとする。 

２ 前項の書面には、当該旅客の運送の用に供する自動車による当該停留所又は停留場に

おける停車又は駐車が道路又は交通の状況により支障がないものとなるようにするた

め必要と認める事項があるときは、当該事項を記載するものとする。 

 

（停車又は駐車に関係のある者） 

第六条の三の三 法第四十四条第二項第二号の内閣府令で定める者は、次に掲げる者とす

る。 

一 乗合自動車、トロリーバス又は路面電車を使用する者 

二 公安委員会 

三 都道府県知事又は市町村長（特別区の区長を含む。） 

四 地方運輸局長 

五 前各号に掲げる者のほか、当該停車又は駐車に関係のあるものとして公安委員会が認

める者 

 

 


